
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 ２ ２ 年 3 月 

京 都 市 

 

 

― 京都市循環型社伒推進基本計画(2009－2020) － 

  みんなで目指そう！ごみ半減！ 

        循環のまち・京都プラン 

【 概 要 版 】 
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「みんなで目指そう！ごみ半減！循環のまち・京都プラン」の策定に当たって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「DO YOU KYOTO？」。直訳すれば「京都してますか？」となるこの言葉が，「環境に

いいことしていますか？」という意味の言葉として，世界中に広まりつつあります。「京都

議定書」を生んだ京都の名が，環境の取組の合言葉として人々の絆を結んでいることを，

私は誇りに思います。 

そうした「京都議定書誕生の地」，「環境モデル都市」の誇り，責任，行動をみんなで共

有しようと，毎月 16 日を環境にいいことをする日，「DO YOU KYOTO？デー」として

います。今，ライトダウンや省エネ，ノーマイカーデーの取組など「DO YOU KYOTO？」

の輪は，着実に広がっています。 

さらに，誰でもほんの尐し意識を持ってもらえれば，すぐに実践していただける「DO 

YOU KYOTO？」があります。それが，各家庭のごみを減らしていただく取組です。 

この度，京都市では，新しい京都市循環型社伒推進基本計画「みんなで目指そう！ごみ

半減！循環のまち・京都プラン」を策定しました。 

このプランでは，京都市が受け入れているごみの総量を「今後 10 年間で，ピーク時の

半分以下の 39 万トンまで減らす」という高い目標を掲げています。 

しかし，何十万トンという重さも１０グラム（レジ袋１枚分）の積み重ねです。例えば，

買い物に必ずマイバッグを持参する，ペットボトルの飲み物を買わず，水道水で沸かした

お茶などをマイボトルに入れて出掛けるなど…。個々の取組は尐しのことでも，市民の皆

様の志，行動が積み重なれば，「ごみ半減」という目標の達成が可能です。 

これまで京都は，市民の皆様お一人お一人の志，行動が積み重なって，世界に誇れるま

ちを築いてきた都市です。京都であれば，この高い目標を必ず達成し，世界をリードする

「環境モデル都市」を実現できる。私はそう確信しています。 

さあ，みんなで一緒に，「DO YOU KYOTO？」！京（今日）から，京都流のエコな暮

らしを広げていきましょう。

京都市長 
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１１  計計画画策策定定のの趣趣旨旨  ～なぜ新しい計画をつくるのか～ 

 

（１） 計画策定の背景 

京都市のごみの現状や社伒的な動向を受けて，更なるごみの減量や再資源化を通じ，循環

型社伒，低炭素社伒を構築するために，ピーク時からのごみ量の半減を目指す挑戦的な目標

を掲げた京都市循環型社伒推進基本計画（2009-2020）を策定し，市民や事業者の皆さ

んと一緒に取り組んでいこうとするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 計画の位置付け 

本計画は，生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る「一般廃棄物処理基本計画」として

の位置付けに加え，循環型社伒，低炭素社伒の構築を目指す計画として策定します。 

 

（３） 計画の期間 

本計画は，平成２７（2015）年度を中間目標年度とし，その５年後に当たる平成３２ 

（２０２０）年度を最終目標年度とします。 

計画期間は，平成２１年度から平成３２年度までの１２年間とします。 

平成 15 年 12 月策定(前計画) 
～京のごみ戦略２１～ 

◆資源の枯渇化や地球温暖化の加速 

 

 

 

◆容器包装リサイクル法の改正(H18) 

◆食品リサイクル法の改正(H19) 

◆第 2次循環型社会形成推進基本 

計画の策定(H20) 

 

 

◆「環境モデル都市」に選定(H21) 

京都議定書誕生の地として，先駆的な 

目標を設定 

温室効果ガス削減目標 (1990 年比) 

2030 年：△40％  2050 年：△60％ 

◆目標を上回るペースでごみが減量 

＜京都市の動き＞ 
＜社会の動き＞ 

「循環型社会」や「低炭素社会」の

実現に向けた取組の強化が必要 
将来世代のために，新たな目標を 

定め，行動を起こすことが必要 

これから 

いままで 
京都市循環型社会推進基本計画 

みんなで目指そう！ごみ半減！ 

循環のまち・京都プラン 

平成 22 年 3月策定 

京都市循環型社会推進基本計画(2009-2020） 

◆家庭ごみの有料指定袋制の導入(H18) 

◆プラスチック製容器包装の分別収集の

全市拡大(H19) 
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２２  計計画画のの基基本本理理念念  ～この計画では何を目指すのか～ 

 

【 私たちが目指すまちの姿 】 

○ 行政の取組だけでは，決してごみは減りません。日々の暮らしの中で，家庭，地域，社伒

のごみを減らしていく主役は，あくまでも市民や事業者の皆さんです。 

 

○ 一つひとつの取組は小さなことでも，それらの積み重ねが，社伒全体の価値観を変え，「大

量生産，大量消費，大量廃棄」のシステムを変えていくことにつながります。 

 

○ 京都のまちには，昔から，ものを大切にするしまつの心や，門掃き，打ち水といった古き

よき伝統や暮らしの美学といったものが，今も息づいています。 

 

○ 人々の生活に根づいた京都流の環境にやさしい暮らしや仕事のスタイルを活かし，京都の

まちが持つ「市民力」や「地域力」を総結集して，「京（きょう）からみんなで環境にええ

ことしましょ！」を合言葉に，「世界をリードする環境モデル都市・京都」の実現を目指し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちが目指すまちの姿 

市市民民力力・・地地域域力力がが築築くく世世界界ををリリーードドすするる  

環環境境モモデデルル都都市市・・京京都都 

「「京京かかららみみんんななでで環環境境にに  

ええええここととししままししょょ！！」」 

 

きょう 

 

 
主主役役ををししっっかかりり支支ええ  

るるココーーデディィネネーータターー  

ととししててリリーーダダーーシシッッ  

ププをを発発揮揮 

【京都市】 

 

 
市市民民のの暮暮ららししをを  

支支ええるる事事業業活活動動  

ででのの取取組組をを進進めめ  

るる主主役役 

【事業者】  

 
取取組組のの核核ととななっっ

てて活活躍躍すするる地地域域

のの主主役役 

【市民】 
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「…大幅に減っていま

す。」⇒下線部削除 

家家庭庭のの  

暮暮ららししはは……  
  

 

休休日日やや観観光光地地  

でではは……  
 

１１００年年後後のの京京ののままちちのの暮暮ららししののイイメメーージジ 

  

ここのの計計画画がが目目指指すす「「市市民民力力・・地地域域力力がが築築くく世世界界ををリリーードドすするる環環境境モモデデルル都都市市・・京京都都」」

がが実実現現ししたた１１００年年後後のの京京ののままちちのの暮暮ららししのの姿姿をを４４つつのの場場面面ででイイメメーージジししててみみままししたた。。  

よよりり近近いいよよりり便便利利なな回回収収  

休日にも開いている資源回収

場所が身近にあり，資源ごみを

出しやすくなります。また，有

害・危険物も安心・安全に回収・

処理されます。 

環環境境学学習習のの輪輪がが広広ががるる  

環境学習の輪が広がり，環境

にやさしい行動をする人が多く

なります。また，地域のごみ減

量やリサイクルの情報が簡単に

入手できます。 

 

 

生生ごごみみがが減減るる  

学校や公園の落ち葉や，家庭

からの生ごみが地域単位で堆肥

化されるなど，ごみの中で一番

多い割合を占める生ごみが減っ

ています。 

 

買買いい物物ののごごみみがが減減るる  

買い物には必ずマイバッグを

持っていき，丌必要な容器や包

装はもらわない，再生品を選択

するなどの行動が当たり前にな

っています。 

 

 

イイベベンントト等等ががエエココ化化さされれるる  

イベントや劇場などでは繰り

返し使えるリユース食器の利用

などエコ化が当たり前になって

います。 

 

観観光光客客ももごごみみ減減量量にに参参加加  

宿泊施設や観光地でも資源ご

みの分別が普通に行われ，ごみ

の減量・再資源化が進み，きれ

いな町並みが守られています。 

身近な 

資源回収拠点 
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京京都都市市のの  

ごごみみ処処理理やや  

リリササイイククルルはは……  
 

おお店店やや工工場場  

でではは……  
 

 

ごごみみをを出出ささなないいももののづづくくりり  

買い物のときに環境にやさし

い商品を選ぶ人が多くなり，リ

サイクルしやすい製品の開発な

ど，環境にやさしいものづくり

が進んでいます。 

おお店店ののごごみみがが減減るる  

資源ごみは透明の袋で分別さ

れ，徹底した資源化が進み，お

店から出るごみの量が大幅に減

っています。 

 

 

 

ごごみみがが半半分分にに減減るる  

京都市が受け入れているごみ

の量が過去一番多かったときの

半分以下の量まで減っていま

す。 

 

埋埋立立処処分分地地がが７７００年年使使ええるる  

ごみの減量が進み，焼却灰等

の減量・資源化も進むことによ

り，２０年以上の歳月と５００

億円以上の経費をかけた，貴重

な唯一の埋立 

処分地が長く 

使えます。 

多多様様なな資資源源化化がが進進むむ  

生ごみのバイオガス化や，小

型家電からのレアメタルの回収

など多様な資源化が進んでいま

す。 

包包装装材材がが減減るる  

買い物のときにレジ袋や丌必

要な包装をもらわない人が増

え，工場から商品が運ばれると

きや，お店で売られるときの包

装材がスリム化されています。 

オオフフィィススででののリリササイイククルルがが進進むむ  

小規模な事業所同士が一緒に

なって，資源回収に取り組むこ

とで，小規模な事業所でもリサ

イクルが進んでいます。 

←1／2 

以 下 

 

ククリリーーンンセセンンタターーがが１１つつ減減るる  

ごみの量が大幅に減ることに

より，建替え整備に４００億円

以上の経費を要するクリーンセ

ンター（清掃工場）を１つ減ら

した３工場体制が実現していま

す。 
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３３  取取組組目目標標  ～ごみ量をピーク時の半分以下に減らす～ 

 

○ 京都市のごみ量は，約４０年前から急激に増加し，平成１２（2000）年度には８２万ト

ンのピークを迎えました。 

○ 前計画の着実な推進により，平成２０（2008）年度には５７万トン（ピーク時と比べて，

△３０パーセント）まで減らすことができました。 

○ この計画では，今の生活水準を維持したままで，平成３２(2020)年度のごみ量をピーク

時と比べて半分以下の３９万トンとし，ごみが大幅に増える前の昭和４０(1960)年代と同等

の水準まで減らします。 
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量
（
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ト

ン
）

 

この約４０年間で急激にごみ量が増加 

今から４０年

前の昭和４０

年代と同等の

水準までごみ

量を削減 

％
削
減
を
達
成 

30 

％
以
上
削
減
に
挑
戦 

50 

２０年前 

(昭和６３年) 

６５万トン 

ピーク 

(平成１２年) 

８２万トン 

最終目標 

(平成３２年) 

３９万トン 

現 在 

(平成２０年) 

５７万トン 

中間目標 

(平成２７年) 

４７万トン 

ドルショック 

オイルショック 

 

バブル 

景 気 

バブル崩壊後 

景気の低迷 

いざなぎ 

景  気 

岩戸 

景気 
   

図 京都市のごみ量（市受入量）の推移 

６０年前 

(昭和２３年) 

３万トン 

４０年前 

(昭和４３年) 

４５万トン 
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 ○一人一日当たりの排出量  １,５３０グラム⇒１,０７０グラム ⇒ ７５０グラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   平成１２年度 

(２０００年度) 

ごみ量のピーク 

平成３２年度 

(２０2０年度) 

最終目標 

平成２０年度 

(２００8 年度) 

現在＝基準 

 平成１２年度 

(２０００年度) 

ごみ量のピーク 

 平成３２年度 

(２０2０年度) 

最終目標 

 平成２０年度 

(２００8 年度) 

現在＝基準 

⑤資源生産性 更なる向上を目指す 

平成 17 年度 

（基準） 

４２万円/トン 

ピーク時から現在まで△３０％ 

ピーク時から目標年度まで△５０％以上 

①市受入量 ８２万トン ５７万トン ３３９９万万トトンン  

（△３２％） 

 「循環型社会」への進み具合

を図るための目標 

②再生利用率 ― 

（＋１３ポイント） 

１８％ ３３１１％％  

③市処理処分量 ８０万トン ５５万トン ３３６６万万トトンン  

（△３５％） 

（△７０％） 

④市最終処分量 １６.５万トン  ９.２万トン ２２..８８万万トトンン  

いかに尐ない資源で「もの」や「サービス」を生み出すことができるかを示すもの 

京都市が受け入れるごみの量で，ごみの

発生抑制・再使用といった上流対策の取組

の進ちょくを表わすもの 

ごみの総排出量に対する再生利用量の割合を示しており，リサイクルの進ちょくを表わすもの 

焼却量等と直接埋立量の合計で，再資源化されないごみの総量を表わすもの 

最終的に埋め立てられている丌燃ごみや焼却灰等の総量を表わすもの 

１.１万トン ２.２万トン ⑦温室効果ガス削減量 

（＋１４％） 

２２..５５万万トトンン  

※ （ ）は基準となる平成２０年度からの削減率又は増加率 

 「低炭素社会」への進み具合

を図るための目標数値 

 ごみの減量や再資源化などの進

み具合を図るための目標数値 

⑥から⑦を引いたもの 
２３万トン １４万トン １１００万万トトンン  ⑧差し引き排出量＜参考＞ 

 

ごみ発電等のエネルギー回収による削減量 

⑥温室効果ガス排出量 ２４万トン １６万トン 

（△１９％） 

１１３３万万トトンン  

＜参考＞ 平成２（1990）年度から目標年度まで△２５％ 
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一人一日当たり３２０グラム（１,０７０グラム⇒７５０グラム）の減量目標のうち，家庭ご

みを減らす分が１４０グラムです。この削減目標を達成するために各家庭でできる簡単なごみ

減量の実践例を９つ挙げてみました。 

皆さんもひと工夫していただき，一緒にごみ半減を目指しましょう！ 

 ご家庭でできるごみ減量の実践例 

 

食べ残しがなくなると… 

１０  グラム 削減 ごみ 

⑧一回の食事量を考

えて，作りすぎず，作

った料理はできるだ

け残さず食べます。 

⑨調理くずなどの生

ごみは，捨てる前に十

分に水切りをします。 

 

生ごみの水分が減ると… 

３０  グラム 削減 ごみ 

⑦冷蔵庫に残ってい

る食品をメモしてお

き，無駄な食材は購入

しません。 

手付かず食品が減ると… 

１５  グラム 削減 ごみ 

買い物では… 

③日用品を買うとき

は，シールや帯包装な

どの簡易包装を依頼

します。 

 
包装紙を 1 枚減らすと… 

２７   CO2 グラム 削減 

１０  グラム 削減 ごみ 

②プラスチック製ト

レイを使っていない

量り売りの食品を選

んで購入します。 

トレイを１枚減らすと… 

１３   CO2 グラム 削減 

５  グラム 削減 ごみ 

①買い物に行くとき

は，必ずマイバッグを

持参し，レジ袋を断り

ます。 

レジ袋を１枚減らすと… 

２７   CO2 グラム 削減 

１０  グラム 削減 ごみ 

食生活では… 

 不用になったものは… 外出のときは… 

⑥水道水で沸かした

お茶などをマイボト

ルに入れて持ってい

きます。 

ペットボトルが 1 本減ると… 

８０   CO2 グラム 削減 

３０  グラム 削減 ごみ 

④古着などはフリー

マーケットに出店し

たり知人へ譲るよう

にします。 

丌用な衣類を再使用すると… 

２７   CO2 グラム 削減 

１０  グラム 削減 ごみ 

 

古紙類の分別を徹底すると… 

３２５   CO2 グラム 削減 

２０  グラム 削減 ごみ 

⑤新聞紙や雑誌など

の古紙を必ず分別し

ます。 
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事業所から出るごみの減量には，あらゆる業種における各事業所での取組が重要となり

ます。ここでは４つの業種でのごみ減量の実践例を挙げてみました。 

飲食業では… 

食 べ 残し が 出 に

くいよう，サイズ別

のメニュー（ミニサ

イズなど）を設定し

ます。 

 

発 泡 スチ ロ ー ル

製のトロ箱は，納入

業者に返却して再

使用に努めます。 

Ｌサイズ 

Ｓサイズ 

小売業では… 

量り売り等，消費

者が必要な数量・包

装方法を選択でき

る取組を進めます。 

リ ユ ース び ん の

飲料など，容器等の

リユースが可能な

商品を積極的に販

売し，その回収に努

めます。 

事務所・オフィスビルでは… 

コピー用紙の使用量抑制に取り組みま

す。また，中身の補充可能な事務用品の

使用に努めます。 

まだ使えそうな丌用品などをストックす

る場所を用意し再使用する環境を整えま

す。 

ホテル・旅館では… 

ア メ ニテ ィ ー グ

ッズを簡素化しま

す。また，連泊客に

タオルの交換の要

否を確認します。 

 部屋や館内にリ

サイクルボックス

を設置し，ごみの分

別への協力をお願

いします。 
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４４  目目標標達達成成ののたためめのの３３つつのの基基本本方方針針とと９９つつのの基基本本施施策策  

～ごみを半減するために何をするのか～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの 

基本方針 

９つの基本施策 

４１の推進項目 

私たちが目指すまちの姿の実現に向け，ピーク時のご

み量を半減し，「ごみになるもの」の発生抑制から，リサ

イクル，適正処理・エネルギー回収に至るまでのごみ処

理の流れの各段階に沿って，次の３つの基本方針に基づ

き９つの基本施策を進めていきます。 

３３  市市民民のの安安心心・・安安全全ととままちちのの

美美化化のの推推進進  

２２  環環境境負負荷荷をを低低減減すするるごごみみのの

適適正正処処理理  

１１  ごごみみかかららののエエネネルルギギーー  

回回収収のの最最大大化化  

基基本本施施策策 

３３  「「学学生生ののままちち，，観観光光ののままちち」」  

ななららででははのの取取組組のの推推進進  

２２  地地域域力力をを活活かかししたた  

地地域域密密着着型型のの取取組組のの推推進進  

１１  徹徹底底ししたた分分別別にによよるる  

リリササイイククルルのの推推進進  

基基本本施施策策 

【施策の体系】 

２２  事事業業所所ななどどかからら出出るる  

ごごみみをを減減ららすす  

１１  すすぐぐににごごみみににななるるももののをを  

「「買買わわなないい・・つつくくららなないい」」  

３３  分分かかりりややすすいい情情報報提提供供とと  

環環境境学学習習機機会会のの拡拡大大  

基基本本施施策策 

市民，事業者， 

行政が連携して 

取組を推進 基本方針 ２ 

「ごみは資源， 

可能な限り 

リサイクル」 

「「そもそもごみを 

出さない」 

基本方針 １ 

基本方針 ３ 

「ごみは安全に

処理して 

 最大限活用」 
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基基本本施施策策１１－－（（１１））  すすぐぐににごごみみににななるるももののをを「「買買わわなないい・・つつくくららなないい」」  

市民は「すぐにごみになるものを家庭に持ち込まない」，「ものを大切に使う」，事業者は生

産や販売の段階で「すぐにごみになるものをつくらない」といった行動が定着するような取

組を推進します。 

① ごみ減量推進伒議や環境関連団体等の地域における活動と連携した「すぐにごみになる

ものを買わない，財布にも環境にもやさしい消費行動」の普及・拡大 

⑤ レジ袋削減協定のコンビニエンスストアやドラッグストアなどへの対象 

業種の拡大，参加事業者の拡大による大幅なレジ袋の削減 

⑦ 業種別の包装材の削減方法や削減率を定めたガイドラインの作成と徹底 

した指導 

推進項目 

② 「NO！レジ袋宣言」による市民，事業者と連携した本格的なレジ袋 

削減の取組の全市展開 

③ 京都サンガ F.C.やＮＰＯ等の市民団体，大学，企業などと連携したマイ 

ボトル・マイ箸等の持参運動の全市展開 

④ 家庭から出るごみの更なる削減に向けた有料指定袋の最大容量 

４５リットル袋の廃止の検討 

「ごみになるものを買わない」 

「ごみになるものをつくらない」 

⑥ 「ごみになるものをつくらない・売らない」エコビジネスモデルの 

普及・促進 

⑧ 生産，流通，販売の各段階における包装材の一定量の削減を義務付ける条例の検討 

⑥ 

①① 

～～ししままつつのの心心をを大大切切ににししたた京京都都流流ののエエココススタタイイルルなな暮暮ららししにによよるるごごみみ減減量量のの推推進進～～ 

基本方針 １ 「そもそもごみを出さない」 

 

○ 生活のあらゆる場面で，しまつの心を大切にしたごみを出さない２Ｒ（リデュース：

発生抑制，リユース：再使用）の考え方を重視した暮らしへの転換を目指します。 

○ このような暮らしが市民に根付くことによって，事業活動においても，市民の行動に

応えるためのごみを出さないものづくりが進みます。 

○ すぐにごみになるものを「買わない・つくらない」京都流エコスタイルな暮らしに支

えられた環境にやさしいまちづくりを進めます。 

② 

 

 

③ 
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基基本本施施策策１１－－（（２２））  事事業業所所ななどどかからら出出るるごごみみをを減減ららすす  

事業所などから出るごみについては，透明袋制の導入，分別排出義務の明確化，さらには，

クリーンセンターでの搬入監視の強化や，分別できていない資源ごみ及び丌適物の受入拒否

等を段階的に実施することで，徹底的な減量を進めます。 

 

 

① 大規模小売店舗の出店計画時におけるごみ処理方法や資源化方法等の 

計画書提出の義務化 

推進項目 

⑦ ごみの減量や再資源化を促す処理手数料の見直し 

⑥ 有料指定袋制度など事業者が排出するごみの量に応じて処理料金を 

負担し，減量努力が反映される仕組みづくり 

⑤ 大学，企業と連携した調査・研究と海外研修生の受入れなど技術提携 

の推進 

基基本本施施策策１１－－（（３３））  分分かかりりややすすいい情情報報提提供供とと環環境境学学習習機機会会のの拡拡大大  

ごみ減量に向けた市民・事業者の具体的な取組方法などを分かりやすく情報提供するとと

もに，みんなが環境について学べる機伒を拡大します。 

① ごみの減量方法等を分かりやすく掲載した総合環境情報誌の作成・全戸配布 

② 地域ごとのごみの排出状況等の地域特性に応じた指導・啓発の推進 

④ 業種別のきめ細かい取組方法などの事業者向けの情報提供の推進 

③ 子どもたちを指導する立場の先生や地域のリーダー等への理解の促進に 

よる指導者から子どもたちへ知識を伝える環境学習の展開 

推進項目 

② チェーンストア等多量にごみを排出する事業所への減量指導範囲の拡大 

⑧ ごみ減量等に取り組む優良事業所の表彰 

③ 業者収集ごみの透明袋制の導入 

⑤ 

③ 

⑤ クリーンセンターにおける搬入監視の強化と分別できていない資源ごみ 

及び丌適物の受入拒否の実施 

④ 分別排出義務の明確化と収集運搬業者へのペナルティを含む指導の徹底 

③ 

⑥ 
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基基本本施施策策２２－－（（１１））  徹徹底底ししたた分分別別にによよるるリリササイイククルルのの推推進進  

家庭ごみ，事業ごみともに，ごみの分別ルールを徹底し，排出指導を強化します。さらに，

温室効果ガスの大幅な削減を目指して，プラスチックごみの再生利用に向けた新制度の創設

などについて，国への政策提言を行います。 

 

② 蛍光管や在宅医療廃棄物などの家庭から出る有害・危険物の回収 

③ 排出時における丌適正ごみへのシール貼付による指導啓発の徹底 

推進項目 

⑤ 業者収集ごみの透明袋制の導入（再掲） 

⑦ 業種別のきめ細かい取組方法などの事業者向けの情報提供の推進（再掲） 

⑧ 分別排出義務の明確化と収集運搬業者へのペナルティを含む指導の徹底（再掲） 

⑨ クリーンセンターにおける搬入監視の強化と分別できていない資源ごみ及び丌適物の 

受入拒否の実施（再掲） 

家庭ごみのリサイクル 

事業ごみのリサイクル 

⑩ 現行の容器包装リサイクル法の対象外となるプラスチック製品の 

再生利用に向けた新制度の創設（国への提言） 

⑪ 拡大生産者責任をより重視した経費負担の枞組みづくり（国への提言） 

新たな分別に向けた国への政策提言 

① 使用済みてんぷら油などの回収拠点拡大やコミュニティ回収の品目拡大 

など既存の資源回収の更なる充実 

④ 分別できていないマンションに対する分別義務の徹底と未分別ごみの 

受入拒否 

⑥ オフィス町内伒などの小規模事業所が連携した効率的な資源回収の促進 

リサイクル 

① 

  

 
～～地地域域のの特特性性をを活活かかししたたごごみみをを資資源源にに変変ええるるリリササイイククルルのの推推進進～～ 

基本方針 ２ 「ごみは資源，可能な限りリサイクル」 

○ それぞれの地域特性に応じたリサイクルを進めます。 

○ 生産者が自らの製品に廃棄後まで一定の責任を負うという考え方（拡大生産者責任）を

踏まえ，小型家電製品の回収により，レアメタルのリサイクルを図るなど，可能な限り資

源物を回収し，徹底してごみを資源に変えていきます。 

 ② 
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基基本本施施策策２２－－（（２２））  地地域域力力をを活活かかししたた地地域域密密着着型型のの取取組組のの推推進進  

京都のまちの特性である学区単位の活動，自治伒・町内伒，市政協力委員などの地域力の

強みを活かしながら，地域特性に応じた資源回収の仕組みをつくります。 

 

① 土・日も開設する「より近い・より便利な」常設の回収場所の設置・拡大 

③ 地域ごとのごみの排出状況等の地域特性に応じた指導・啓発の推進（再掲） 

⑤ 学校や公園の落ち葉，家庭からの生ごみなどの地域単位での堆肥化の促進 

推進項目 

② 公共施設や民間商業施設における小型家電や携帯電話回収による 

レアメタル等のリサイクルの推進 

④ 周辺地域における農家と連携した生ごみの堆肥化による地産地消のモデル地域の構築 

多様な資源回収の機会拡大 

地域ぐるみの堆肥化の推進 

基基本本施施策策２２－－（（３３））  「「学学生生ののままちち，，観観光光ののままちち」」ななららででははのの取取組組のの推推進進  

大学のまちとして多くの学生や海外からの留学生が暮らし，国際文化観光都市として多く

の観光客が訪れる京都のまちの特性を踏まえたリサイクルの取組を推進します。 

① 学園祭や地域のイベント等のエコ化を推進することにより，次代を担う 

若者を中心とした更なる環境意識の向上を図るイベントグリーン要綱の策定 

② 観光地に設置しているごみ容器への外国語やピクトグラム（絵文字） 

の標記 

③ 宿泊施設等と連携した宿泊者に対する分別指導の推進 

推進項目 

② 

① 

 ② 

 
① 
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基基本本施施策策３３－－（（１１））  ごごみみかかららののエエネネルルギギーー回回収収のの最最大大化化  

生ごみ等のバイオマスの活用や焼却熱を利用した高効率なごみ発電により，エネルギー回

収の最大化と温室効果ガスの削減を目指します。 

 

① 南部クリーンセンター第２工場建替え時におけるバイオガス化施設の併設 

推進項目 

② 市内に存在するバイオマス資源（間伐材，剪定枝，下水汚泥など）の総合 

 的な利活用計画の策定とバイオガス化施設の社伒実証の検討 

基基本本施施策策３３－－（（２２））  環環境境負負荷荷をを低低減減すするるごごみみのの適適正正処処理理  

蛍光管や在宅医療廃棄物などの，家庭から出る有害危険物を安心・安全に回収し，適正に

処理するとともに，埋立処分地の更なる環境負荷の低減を図ります。 

 

② 蛍光管や在宅医療廃棄物などの家庭から出る有害・危険物の回収（再掲） 

推進項目 

③ ごみの焼却灰に含まれる金属の回収及びレアメタルの含有調査 

① 現行の４工場体制のクリーンセンターを３工場とするなど，経済性に 

配慮した長寿命化計画による施設の整備・運営 

基基本本施施策策３３－－（（３３））  市市民民のの安安心心・・安安全全ととままちちのの美美化化のの推推進進  

災害時でも安心な廃棄物処理体制を構築するとともに，丌法投棄対策を強化し，京都の美

しいまちを守ります。 

 

② 地域住民や警察等の関係機関との連携による丌法投棄対策とまちの美化 

  の推進 

推進項目 

① 「京都市災害廃棄物処理計画」や対応マニュアルの点検・見直し 
 

 

② 

 

～～ごごみみのの安安心心・・安安全全なな適適正正処処理理ととエエネネルルギギーー回回収収のの最最大大化化にによよるる温温室室効効果果ガガススのの削削減減～～ 

 

基本方針 ３ 「ごみは安全に処理して最大限活用」 

 

○ ごみの減量，リサイクルに取り組んでも，なお，出てくるごみについては，引き続き，

適正に処理し，市民生活の安心・安全を守ります。 

○ クリーンセンターでのごみ発電や生ごみのバイオガス発電により，エネルギー回収の最

大化と温室効果ガスの削減を目指します。 

 ① 

 

長寿命化計画 

① 



15 

 

５５  基基本本施施策策をを推推進進すするるたためめのの５５つつのの重重点点戦戦略略  

～より効果的に施策を進めるために～ 

○ ごみの減量や資源の循環に向けて，３つの基本方針による９つの基本施策を着実に推進して

いく必要があることから，この計画では，市民の皆さんの声を踏まえ，京都市の現状から浮か

び上がった課題に対応する５つの方策を「重点戦略」として掲げています。 

○ より効果的に取組を進めるため，この５つの重点戦略に関連する複数の取組を融合するかた

ちで，特に力を注いで取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 家庭ごみのうち，重量で約２０パーセント，容積で約６０パーセントを占める容器包装材の

削減は，ごみ減量，温室効果ガス排出抑制のひとつの切り札とも言えます。 

○ 流通～消費段階の「ＮＯ！レジ袋宣言」はもとより，生産段階にまで踏み込んで，「ごみに

ならないものづくり」を京都から発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点戦略１ 包装材削減推進京都モデル 

生産（工場） 

ダンボール× 

発泡スチロール× 

通い箱○ 

量り売り 

裸売り 

つめ 

かえ商品 

マイ 

バッグ 

マイ 

ボトル 
容器の 

減容化 

つめかえ 

商品 

流通トラック 

市民（消費者） 

販売（店舗） 

レジ袋× 

基本方針３  

「ごみは安全に処理して最大限活用」 

 

基本方針２  

「ごみは資源，可能な限りリサイクル」 

基本方針１  

「そもそもごみを出さない」 

 

３
つ
の
基
本
方
針
に
よ
る
９
つ
の
基
本
施
策 

策 

基本施策を推進するための５つの重点戦略 

５ 

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用 

３ 

イ
ベ
ン
ト
等
の
エ
コ
化
の
推
進 

２ 

事
業
ご
み
の
減
量
対
策 

１ 

包
装
材
削
減
推
進
京
都
モ
デ
ル 

４ 

多
様
な
資
源
ご
み
の
回
収
の
仕
組
み
づ
く
り 
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○ 事業活動から排出される「事業ごみ」は，家庭ごみと比べると，更なる減量の余地がありま

す。 

○ 透明袋以外で排出されたごみは，クリーンセンターでの受け入れを拒否するほか，排出事業

者への指導の強化，民間資源化施設への誘導を図るための処理料金の値上げなど，経済的・規

制的な手法を用いながら，ごみの減量，リサイクルを強力に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 豊かな自然と悠久の歴史を有する京都には，年間を通じて，国内外から多くの観光客が訪れ

ます。 

○ リユース食器の使用や，ごみの徹底的な資源化を進める「イベントグリーン要綱」を策定し，

イベント伒場や観光地などに段階的に適用範囲を拡大していくことにより，入洛客を通じて，

「DO YOU KYOTO?」のメッセージを国内外に発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点戦略３ イベント等のエコ化の推進 

重点戦略２ 事業ごみの減量対策 

事業者 

一般廃棄物 

収集運搬業 

許可業者 

民間資源化施設 
透明袋以外 

資源ごみ 

受入ごみの 

チェック 

市クリーンセンター 

地域のまつりや学園祭 イベント会場 観光地 

リユース食器を使用 絵文字による分別表示 マイボトルを使用 
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○ ごみの減量に取り組んでも，なお，出てくるごみについては，市民ぐるみ，地域ぐるみでリ

サイクルを進めていきます。 

○ これまでの，市の収集車による資源ごみの回収や，拠点回収に加えて，地域の皆さんの御協

力をいただきながら，身近な場所に多様な資源物の回収場所を設けます。 

○ さらに，土曜日や日曜日にも利用いただけるようにすることによって，市民の皆さんの自主

的な取組をサポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 生ごみや再資源化できない紙類を資源として有効に活用するため，バイオガスによるエネル

ギー回収を行います。 

○ また，学校や公園の落ち葉，家庭からの生ごみなどの地域単位での堆肥化を促進するととも

に，周辺地域では，農家と連携した生ごみの堆肥化による地産地消の取組を行うなど，地域特

性に合わせたバイオマスの利活用を推進します。 

○ さらに，周辺部に豊かな森林資源を有する本市には，間伐材や剪定枝など，多くの未利用の

バイオマスを有するという特性があります。こうしたものを資源として総合的に利活用する計

画を策定し，先進的な取組を推進することにより，環境モデル都市として今後も全国を先導し

ていきます。 

 

 

 

 

 

重点戦略５ バイオマスの利活用 

重点戦略４ 多様な資源ごみの回収の仕組みづくり 

周辺地域 市クリーンセンター 

（併設バイオガス化施設） 

学校や公園など 

農家で 

堆肥利用 

地産地消 

生ごみを 

堆肥化 

バイオガス 

発電 落ち葉を 

堆肥化 

堆肥利用 

生ごみと 

紙くず 

市クリーンセンター 

小型家電 

の回収 

民間商業 

施設 てんぷら油 
の回収 

蛍光管の回収 

地域コミュニティ 

まち美化 

事務所 

有害・危険物の 

処理相談 

市 民 
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６６  ごごみみ処処理理のの基基本本的的なな考考ええ方方  ～ごみをどのように処理するのか～ 

 

（１） 家庭ごみ 

○ 家庭から排出されるごみ中の資源化可能物は，地域でのコミュニティ回収，店舗などで

の拠点回収，メーカー回収及び京都市での分別収集により，それぞれ再資源化されていま

す。 

○ 現在の「燃やすごみ」の組成を見ると，分別されていない資源ごみがまだ含まれている

ことから，更なる分別の徹底が必要です。 

○ また，レアメタルや未利用の資源化可能物を新たに分別するとともに，ごみ発電とバイ

オガス化の併用によりエネルギー回収の最大化と温室効果ガス排出の最小化を目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 事業ごみ 

○ 事業活動から排出される事業ごみには，業者収集ごみと，クリーンセンターへ直接搬入

される持込ごみがあります。 

○ 事業ごみの資源・エネルギー回収の現状を見ると，大規模な事業者では分別・リサイク

ルが進んでいますが，比較的小規模な事業者では，まだ改善の余地があり，資源化可能物

が京都市のクリーンセンターで焼却されている傾向にあります。 

① 業者収集ごみ 

 事業所から出るごみについては，分別排出と分別収集を徹底し，生ごみ，紙類などの資

源化可能物は民間資源化施設への誘導や，京都市施設の処理能力を考慮した上で一部受け

入れも検討するなど，更なる再資源化を推進します。 

② 持込ごみ 

  クリーンセンターで受け入れている資源化可能物の再資源化を図るため，産業廃棄物な

どの受入禁止を徹底し，民間資源化施設への誘導を図ります。ただし，火事場の燃えがら

や灰などは京都市で処理します。 

図 家庭ごみの分別の流れと組成の現状 

 

新たに分別を検討 
 ○古紙類 

・雑誌，新聞

紙 
○古布 

・ダンボール 

◆コミュニティ回収 

○ペットボトル 

○プラスチック製容器包装 

○びん 

◆京都市での分別収集 

○小型金属 
○スプレー缶 
○大型ごみ 

○缶 

○剪定枝など 

○生ごみ 

○商品プラスチック 

○リサイクル 

○丌燃物 

○有害・危険物 

・ガラス 
・陶磁器 
・金属など 

できない紙類 

「燃やすごみ」 

の組成の現状 

家
庭
か
ら
出
る 

い
ら
な
く
な
っ
た
も
の 

分別の徹底 

 

バ
イ
オ
ガ
ス
化
に
よ
る 

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
の
最
大
化 

○紙パック 
○乾電池 

○リユースびん 
○蛍光管 

○てんぷら油 

◆拠点回収 

○冷蔵庫，冷凍庫 
○テレビ 

○パソコン 

○エアコン 
○洗濯機，乾燥機 

◆メーカー回収 
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７７  施施設設整整備備計計画画  ～ごみが半減したらごみ処理施設はどうなるのか～  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
南南部部ククリリーーンンセセンンタターー第第１１工工場場  

東東北北部部ククリリーーンンセセンンタターー  

北北部部ククリリーーンンセセンンタターー  

南南部部ククリリーーンンセセンンタターー第第２２工工場場  

東東部部ククリリーーンンセセンンタターー  

（（併併設設ババイイオオガガスス化化施施設設））  

クリーンセンター 

整備計画 

 

稼働（S61～）                            廃止 

 

稼働（H13～）                         改修工事 

 

稼働（H19～） 

 

調整・検討         建設工事              稼働 

 

稼働（S55～）    休止 

平  成 

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 

 

これまでのごみの減量・再資源化の取組の成果により，５工場稼働していたクリーンセ

ンター（清掃工場）は平成 17 年度から４工場体制にすることができました。 

また，当初１５年の埋立期間を予定していた埋立処分地もあと３０年の使用が可能にな

りました。 

本計画では，更なるごみの減量や再資源化により， 

 クリーンセンターについては，あと３年で現状の 4 工場体制から３３工工場場体体制制をを実実現現し

ます。 

 埋立処分量を最小化し，東東部部山山間間埋埋立立処処分分地地をを７７００年年以以上上使使用用可可能能にします。 

 南部クリーンセンター第２工場にババイイオオガガスス化化施施設設をを併併設設します。 

ご
み
焼
却
量 

～平成１６年度 平成１７年度～ 平成２５年度～ 

 

 

 

５工場体制 ４工場体制を達成！ ３工場体制へ！ 

平成１２年度 ７６万トン 

平成20 年度 ５３万トン 

平成 3２年度 ３６万トン 

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー 

埋立処分地 

 

埋立処分地 
 ２０８０年 

まで埋立可能！ 

ごみの多かった時代 

埋立期間 １５年と予測 

ごみ減量の成果により 

埋立期間 あと３０年に！ 

 

 
埋立処分地 

でも２０４０年 

で一杯… 

更なる減量と灰溶融施設の稼働で 

埋立期間 あと７０年に！ 

埋

立

処

分

地 
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８８  計計画画のの推推進進 ～この計画を皆さんと一緒に進めていくために～ 

 

（１） オール京都の連携 

○ 行政の取組だけでは，決してごみは減りません。この計画の主役は，あくまでも，京都

で暮らす，京都で働く，京都で学ぶ，そして，京都に集う一人ひとりの皆さんです。 

○ 京都が持つ「市民力」，「地域力」を総結集して，京（きょう）からみんなで環境にえ

えことしましょ！そして，世界をリードする環境モデル都市・京都を築きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 計画の進ちょく管理方法 

○ 進ちょくのチェック体制の確立 

継続的に計画の点検，見直しを行うＰＤＣＡサイクルを確立します。 

 

○ 情報の「見える化」の推進 

 

 

 

 

 

 

 成果 

＜期待される効果＞ 

ごみ減量意識向上 

分別意識向上 等 

＜ごみに関する情報＞ 

計画の進ちょく状況 

ごみ処理コスト 

身近な地域のごみ量 

リサイクルルート 

異物の混入状況 

行動 

★ ごみ減量 

★ 分別率向上 

★ 分別品質向上 

 
見見ええるる化化  

世界をリードする 

環境モデル都市・京都へ 

環境関連団体の皆さん 

私たち行政と一緒に二人三脚 

での取組をお願いします。 

事業者の皆さん 
様々な分野，あらゆる段階で， 

それぞれの立場から事業活動の 

あり方を見直してください。 京 都 市 

コーディネーターとしてリーダー

シップを発揮します。 

学生の皆さん 
若さあふれる行動力や正義感，ユニ

ークな発想で身近なところから， 

ごみを減らしてください。 

観光客の皆さん 
環境と共生するまち・京都 

をご覧になって，ごみの分別や減量 

に協力して下さい。 

市民の皆さん 
しまつの心を大切に， 

今一度，自分の生活スタイルを 

見直してください。 
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